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授与番号 甲第 1621号 

論文内容の要旨 

 

Serial measurements of tissue oxygen saturation in LBW infants using NIRS 

（近赤外分光法による低出生体重児の経時的組織酸素飽和度測定） 

（鳥谷由貴子，小山耕太郎，松本 敦，那須友里恵，小西 雄，外舘玄一朗，葛西健郎，

千田勝一） 

（Pediatric Research （投稿審査中）） 

 

Ⅰ．研究目的 

 低出生体重児は在胎期間が短いほど未熟性が強く，胎外生活への適応過程で問題を起こ

すことが多い．このうち重要なのは呼吸と循環の適応であり．これらは非侵襲的に経皮的

酸素飽和度（SpO2）や経皮的酸素分圧（tcPO2），心拍，血圧，および心臓超音波検査でモ

ニタリングされている．しかし，これらの所見を組織の酸素化や灌流の指標として用いる

には科学的根拠に乏しい．最近，近赤外分光法（near infrared spectroscopy，以下NIRS）

が新たなモニタリング法として導入された．この測定原理の一つである空間分解分光法は，

組織酸素飽和度を組織酸素化指標（tissue oxygen index，以下TOI）として絶対値で算出

することが可能になった．しかし，低出生体重児の諸臓器のTOIを出生後から追跡した報

告はいまだ限られており，その正常値は示されてはいない． 

 本研究では，人工呼吸器や循環作動薬を必要としない低出生体重児について，脳と消化

管，腎，大腿四頭筋の TOI を生後 24 時間まで経時的に測定することと，その関連因子の

解析を目的とした． 

 

 

Ⅱ．研究対象と方法 

 対象は 2011年 3月から 2012年 4月の間に当院で出生し，新生児集中治療室に入院した

1,000～2,499 gの早産低出生体重児のうち，重篤な先天奇形や先天感染がなく，高濃度酸

素投与や循環作動薬，血漿増量剤の投与を必要としない 15例とした． 

空間分解分光法の NIRS（NIRO 200 NX，浜松ホトニクス，浜松）を使用し，生後 1-2，3，

6，12，24時間に脳，消化管，右腎，左大腿四頭筋のTOIを経時的に測定した．同時に心拍

数，平均血圧，SpO2と，超音波装置を使用して上大静脈血流量，左室心拍出量を測定した． 

TOIの経時的変化は分散分析で比較し，TOIの関連因子解析はTOIを従属変数に，在胎期

間，出生体重，心拍数，平均血圧，SpO2，上大静脈血流量，左室心拍出量を独立変数にし

た重回帰分析で行った．有意水準はp<0.05とし，データは平均±SDで表した． 

 

 

Ⅲ．研究結果 

1. 対象の在胎期間は 33±2週，出生体重は1,970±338 gであった． 

2. 心拍数は生後 24 時間までに有意に減少し（p<0.001），平均血圧は有意に上昇した

（p=0.024）．SpO2は生後 1～2 時間が 98±2％で，その後 24 時間まで有意な変化を示

さなかった． 

3. 上大静脈血流量は生後 24 時間が 3 時間 （p＜0.001），6 時間 （p=0.007），12 時間
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（p=0.002）よりも有意に増加し，左室心拍出量は生後 1～2 時間よりも 3 時間

（p=0.039），6時間（p=0.003），12時間（p=0.001）で有意に減少した． 

4. 上大静脈血流量と左室心拍出量は生後 24 時間で有意な関連を示し（p=0.040），生後

24時間に動脈管閉鎖例は有意に増加した（p<0.001）． 

5. 生後 24 時間までの平均 TOI は，脳が 70～76％，右腎が 69～73％，大腿四頭筋が 77

～80％で推移し，それぞれの生後時間別比較と部位別比較ともに有意差を認めなかっ

た．消化管はエラー値を示す頻度が多く，信頼できるデータは得られなかった． 

6. 重回帰分析の結果，有意な関連因子は生後 12 時間まで選択されなかったが，生後 24

時間で脳と右腎に共通して左室心拍出量が選択された［脳；R（重相関係数）=0.593，

p=0.033，右腎；R=0.669，p=0.009，大腿四頭筋；R=0.528，p=0.053］． 

 

 

Ⅳ．結 語 

 人工呼吸器や循環作動薬を必要としない低出生体重児では，出生後の心拍数や血圧，血

流量の変化に関わらず，脳，腎，大腿四頭筋の TOIは生後 24時間まで有意な変化はなく，

autoregulationが保たれていると推測された．これらの値は低出生体重児の基準値として

使用できると考えられた． 

 

 

Ⅴ．学位申請後経過 

※１最終審査後，Journal of Iwate Medical Associationに掲載予定． 

※２査読者からの指摘に対応して，題名を変更した． 

Cerebral, renal and muscular tissue oxygenation indices in preterm infants 

（早産児における脳，腎臓，筋肉の組織酸素飽和度測定） 

（鳥谷由貴子，小山耕太郎，松本 敦，草野修司，白澤聡子，小西 雄，外舘玄一朗， 

葛西健郎，千田勝一）  
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論文審査の結果の要旨 

             論文審査担当者 

             主査 教授 福島 明宗（臨床遺伝学科） 

             副査 教授 谷田 達男（呼吸器外科学講座） 

             副査 講師 石川 健（小児科学講座） 

 

 新生児医療における新たな非侵襲的モニタリング法の一つとして，近赤外分光法による

組織酸素飽和度の測定が注目されている．本研究は，人工換気や循環作動薬投与を要しな

い早産児を対象として，生後早期の諸臓器の組織酸素飽和度の経時的変化と関連因子につ

いて検討したものである。本研究で得られた測定値は，これまでの報告と比較して対象群

の異質性が少なく，早産低出生体重児の組織酸素飽和度の正常値として使用できる．また，

呼吸循環動態に大きな問題のない早産児では，胎児循環から胎外循環へ移行する際の循環

動態の変化によらず，組織酸素飽和度は一定に維持されることが判明した． 

 本論文は従来の動脈血素飽和度モニタリング法に比べ、新生児の臓器組織酸素飽和度が

非侵襲的に直接評価可能な新たな早産児管理法の有用性を示した研究であり，学位に値す

る論文である． 

 

 

試験・試問の結果の要旨 

 早産児における生後早期の組織酸素飽和度の変化と，その測定の有用性について試問し，

適切な解答を得た．学位に値する学識を有していると考える． 
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